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0
1
1
年
3
月
11
日
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
未
曾
有
の
災
害
を
前

に
、
私
た
ち
医
療
者
は
、
被
災
さ
れ

た
方
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
行
え
る
だ
ろ
う
か

…
、
甚
大
な
被
害
状
況
を
知
る
に
つ

れ
て
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
4
月
上
旬
、
千
葉
県

内
の
関
連
病
院
に
赴
き
ま
し
た
が
、

私
自
身
、
余
震
の
活
発
さ
に
身
構
え

る
思
い
で
被
災
者
の
み
な
さ
ん
と
向

き
合
い
ま
し
た
。

た
ち
心
の
ケ
ア
を
担
う
者

は
、
日
々
、
人
の
心
情
に

沿
う
べ
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
震
災

で
生
活
全
般
に
大
き
な
喪
失
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
方
に
向
け
て
、
そ
の
心

情
に
沿
え
る
こ
と
す
ら
難
し
い
状
況

で
す
。
「
心
」
の
切
り
口
だ
け
で

は
、
到
底
届
か
な
い
だ
ろ
う
被
災
に

よ
る
心
労
（
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス

ト
レ
ス
）
に
つ
い
て
、
今
回
は
原
則

的
な
知
識
を
整
理
・
紹
介
し
、
今
後

の
支
援
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
ず
、
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
心
身
の
反
応
は
、
被
災

直
後
に
は
誰
し
も
経
験
し
や
す
い
も

の
で
、
多
様
な
症
状
に
現
れ
ま
す
。

ケ
ア
を
行
う
者
は
、
そ
の
状
態
を
確

認
し
た
場
合
、
「
特
殊
な
症
状
で
は

な
い
こ
と
」
「
異
常
な
災
害
に
影
響

さ
れ
た
正
常
な
反
応
で
あ
る
こ
と
」

を
伝
え
な
が
ら
、
安
心
を
促
す
よ
う

に
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
姿
勢

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
主
な
症
状
と
対
応
法
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
通
り
で
す
。

【
症
状
】頭
痛
、
め
ま
い
、
動
悸
、
高

血
圧
、
息
苦
し
さ
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、
腹
痛
な
ど

【
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
】緊
張
感
の
持
続

か
ら
全
身
の
緊
張
が
生
じ
や
す
い
。

脈
拍
・
血
圧
測
定
や
関
節
可
動
域
の

確
認
な
ど
身
体
診
察
を
行
い
な
が
ら

問
診
し
て
い
く
。
「
大
丈
夫
で
す

か
？
変
わ
り
な
い
で
す
か
？
」
と
漠

然
と
し
た
問
い
か
け
よ
り
も
、
具
体

的
に
尋
ね
、
あ
れ
ば
状
況
が
許
す
範

囲
で
以
下
を
促
す
。
特
に
こ
の
よ
う

な
指
導
に
は
、
保
健
師
や
理
学
療
法

士
な
ど
多
職
種
が
構
成
す
る
支
援

チ
ー
ム
が
奏
功
し
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
筋
緊
張
の
緩
和
や
軽

い
ス
ト
レ
ッ
チ
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

被
災
現
場
で
は
、
急
性
期
の
ス
ト
レ

ス
反
応
に
加
え
、
持
続
す
る
症
状
へ

の
ケ
ア
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

（
※
）
長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
な

い
、
枕
・
寝
具
の
配
慮
、
頸
肩
腕
の

緊
張
緩
和
、
筋
弛
緩
法
・
腹
式
呼
吸

を
共
に
試
み
る
な
ど
。

【
症
状
】不
眠
、
睡
眠
不
足
に
よ
る
注

意
・
集
中
力
の
低
下
、
方
向
感
覚
の

喪
失
、
繰
り
返
す
被
災
体
験
の
想
起

（
思
い
起
こ
す
こ
と
）
な
ど

【
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
】引
き
続
く
余
震

や
2
次
災
害
等
に
「
身
構
え
る
」
こ

と
が
日
常
で
あ
る
た
め
、
過
緊
張
、

過
覚
醒
が
続
く
場
合
が
多
い
。
こ
の

よ
う
な
不
眠
に
は
、
夜
間
で
な
く
と

も
日
中
の
休
養
や
仮
眠
を
優
先
し
、

あ
る
程
度
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
さ

れ
る
環
境
調
整
が
望
ま
れ
る
。
入
眠

困
難
や
中
途
覚
醒
の
場
合
で
も
、
静

臥
し
て
お
く
こ
と
が
身
体
疲
労
も
精

神
作
業
疲
労
も
回
復
さ
せ
る
。

　
抗
不
安
薬
や
睡
眠
導
入
剤
の
処
方

に
あ
た
っ
て
は
、
緊
急
避
難
や
対
応

の
可
能
性
が
あ
れ
ば
安
易
に
投
与
せ

ず
、
高
齢
者
で
は
転
倒
や
せ
ん
妄
の

誘
発
に
注
意
す
る
。
処
方
薬
の
種
類

に
限
り
が
あ
る
に
し
て
も
、
専
門
医

の
意
見
を
請
う
か
、
薬
剤
の
筋
弛
緩

作
用
と
作
用
時
間
型
に
留
意
し
て
処

方
す
る
。
ま
た
、
被
災
体
験
の
想
起

に
つ
い
て
は
、
恐
怖
、
悲
嘆
等
の
感

情
を
積
極
的
に
語
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
方
法
（
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
）

は
避
け
る
。
自
発
的
な
感
情
の
言
語

化
と
発
散
を
受
容
し
、
傾
聴
と
共
に

「
今
、
こ
こ
」
の
比
較
的
安
全
に
つ

い
て
伝
え
共
有
す
る
こ
と
の
方
が
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。

【
症
状
】悲
嘆
や
気
分
の
落
ち
込
み

（
抑
う
つ
）
、
自
責
な
ど
現
実
的
で

な
い
思
考
、
混
乱
や
流
涙
な
ど

【
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
】感
情
面
で
不
安

定
な
様
子
は
、
（
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ

ク
）
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
伝
え
共
有
す
る
。
例
え

ば
、
多
く
の
喪
失
が
自
身
の
（
不
備

の
）
せ
い
だ
、
生
存
し
た
自
分
を
責

め
る
、
自
身
が
弱
い
と
か
異
常
だ
な

ど
の
思
考
を
緩
和
す
る
際
の
原
則
と

な
る
。
心
労
と
悲
嘆
に
は
共
感
的
態

度
で
あ
た
り
、
孤
立
を
避
け
る
よ
う

配
慮
し
、
投
げ
や
り
に
な
ら
な
い
よ

う
回
復
に
つ
い
て
伝
え
る
。

　
問
診
に
お
い
て
は
、
医
療
者
か
ら

の
問
い
か
け
（
質
問
）
の
方
が
多
く

な
ら
な
い
よ
う
、
沈
黙
と
時
間
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
留
意
す
る
。
し
か

し
、
一
般
的
に
被
災
地
支
援
を
長
期

間
継
続
で
き
な
い
場
合
に
は
根
本
的

な
信
頼
関
係
（
ラ
ポ
ー
ル
）
の
形
成

は
現
実
的
で
な
い
。
そ
の
た
め
、
抑

う
つ
が
、
1
日
中
毎
日
2
週
間
以
上

続
い
て
い
る
場
合
に
は
、
可
能
な
限

り
早
く
専
門
医
の
診
察
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
現
場
と
連
携
・
調
整
す
る
。

れ
ら
の
症
状
と
対
応
は
、

あ
く
ま
で
原
則
的
な
も
の

で
す
。
被
災
さ
れ
た
個
人
に
よ
り
状

況
や
心
境
は
異
な
る
た
め
、
支
援
に

向
か
う
医
療
者
に
は
相
応
の
配
慮
が

必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
の
な
い
被
災
の
後
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
も
ま
ま
な
ら
な
い
ま
ま

不
安
の
中
で
我
慢
強
く
生
活
す
る

方
々
に
、
私
た
ち
に
余
分
な
気
遣
い

を
し
て
い
た
だ
か
な
い
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
特
に
前
述
の
2
と
3
に
示

し
た
ス
ト
レ
ス
反
応
の
持
続
か
ら
、

言
動
や
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
が
生
じ

て
い
る
場
合
も
う
か
が
わ
れ
る
た

め
、
可
能
な
限
り
心
情
を
配
慮
し
た

上
で
、
保
健
・
衛
生
指
導
や
医
学
的

な
示
唆
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
話
に
お
い
て
は
、
保
証
の
な
い
解

決
で
は
な
く
、
気
持
ち
を
共
有
で
き

る
こ
と
、
お
互
い
に
人
と
し
て
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
連
帯
感
と
信
頼

感
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
望
み
な
が

ら
、
支
援
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
被
災
し
た
関
連
病
院
へ
の
連

携
支
援
の
後
、
4
月
26
日
〜
29
日
、

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
な
ど
に
向
か

い
ま
し
た
。
筆
者
）

2

24

こ 相
応
の
配
慮
が
必
要

私 安
心
促
す
よ
う
対
応

筋・骨
格
、自
律
神
経
系
の

緊
張
に
よ
る
変
化

1

過
度
の
緊
張
感
に
よ
る

認
知・感
覚
の
変
化

2

感
情
、思
考
の
変
化

3

ど
う
き

し
か
ん

※

東
日
本
大
震
災
の
現
場
で

【
特
別
編
】

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア


